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〈総説〉

心身科学の現状と将来について（1）

 千　　野　　直　　仁＊

　この論文は，2019年３月20日に開催された心身科学研究所のワークショップで行われた基調講演
を修正したものである．最初に，「心身科学」の名前の由来について述べる．この名前のキーワードは，
「精神 -身体相関」，あるいはしばしば「心身相関」と呼ばれる．この概念はかなりあいまいであるが，
最近の医学，生物学などの研究の発展により，実証的なデータに基づき明確化されつつある．２つ目
として，脳の３か所すなわち扁桃体，側坐核，海馬にあると考えられている「心の脳」（松澤，2003）
について述べ，さらに腸管神経系からなる「第２の脳」に言及する．３番目に，21世紀に入り注目
を集めつつある人間細菌叢と脳との関係について考察し，心とその位置について議論する．筆者が基
調講演で述べた腸・脳軸，心身相関などの研究の新たな地平線において重要と思われるキー用語「要
素間相互作用」については，今年の心身科学研究所紀要で述べることにする．

キーワード：psychological and physical science, mind-body correlation, the second brain, human microbiome, 
enteric nervous system

１．問題と目的

　本論文は，同一タイトルで筆者が平成31年３月20
日に行った本学心身科学研究所での基調講演の内容を
追加・修正したものである．本学部の名称である「心
身科学部」や「心身科学研究所」の名称の由来は，本
学心身科学部が平成15年（2003年）に発足した時に
故小出忠孝学院長がつけた「心身科学」（psychological 
and physical science）というユニークな学問の名称に
ある．この名称に関わるキーワードは，「心身相関」
にある．のちに指摘するように，この言葉自身はわか
ったようで実はかなりあいまいな概念と言える．この
あいまいさは，その英訳にも反映されていて，psy-
chosomatic correlationとか，mind-body correlationなど
と訳されたりしている．さらに，相関という概念もも
ともとは統計学の用語で，定量的な二変数間の直線的
関係の有無を表すので，厳密には二変数間の関連性を
表す一つの例に過ぎず，学問的には限定的な概念でし
かない．

　心身相関概念のルーツの１つは，古代ローマの風刺
詩人ユウェナリス（Juvenalis, D. J., 60‒128年）の風刺
詩集のラテン語の一節，randum est, ut sit mens sana in 
corpore sanoにあると言えよう．ただし，この一節は「健
全なる精神は健全なる身体に宿る」と訳されているが
誤訳であり，例えば国原訳（2012）は「（神々に）健
全な身体に健全な精神を与え給えと祈るがよい」と訳
しており，ユウェナリスがローマ市民に対して求めて
いたのは誘惑に打ち勝つ勇敢な精神であったという．
　しかし，興味深いことに，近年の医学，生物学や心
理学の進展は，古くからある心身相関というあいまい
な概念を実証的なデータに基づき，一歩一歩明確にし
つつある．この論文では，その一端についてレビュー
することにする．最初に本学心身科学部の発足時のい
きさつにふれ，つぎに，こころの定義と場所について
述べる．つぎに，「こころの脳」と「第二の脳」に関
して，近年の医学研究の成果に簡単に触れる．さらに
は，21世紀に入り医学領域で注目を集めている「腸
内細菌叢」と脳の関係や，生物学的研究から見た「こ
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ころ」の定義の見直しにふれる．筆者の心身科学研究
所での基調講演の最後の節で論じた心身相関研究の新
たな地平線の広がりの中でのキーワードと思われる
「要素間相互作用」（mutual interactions among elements）
の各種モデルについては，今年度の心身科学研究所紀
要でふれることにしたい．

２．心身科学部発足時のいきさつ

　心身科学部の平成15年（2003年）の発足に際しては，
その半年以上前から当時の学院長であられた（故）小
出忠孝教授が，（元）本学文学部・心身科学部心理学
科木田光朗教授に（文学部）心理学科で新学部の構想
を考えるよう依頼され，後半には当時名古屋大学の佐
藤祐三教授にも依頼され，学部発足の準備作業を進め
られたと聞いている．
　準備委員会での作業の１つは新学部名をどうするか
で，当時文学部心理学教室に対しても学院長から学部
名の案を出すように言われ，心理学科でもいろいろな
案を出し合い議論した．そのポイントは，心と身体に
関する教育研究を行うユニークな学部を考えたいとの
ことであったため，少なくとも既存の学問の名前と同
一でないものを検討した．心と身体にかかわる既存の
学問としては，精神物理学（psychophysics），精神医
学（psychiatry），精神病理学（psychopathology），心理
（精神）生理学（psychophysiology），心身医学（psycho-

somatic medicine），などがあるが，少なくともこれら
は避けようということで，心理学科として幾つかの学
部名案を学院長に提出した．最終的には学院長が新学
部を心身科学部とすることを決定され，文科省に申請
書を提出された．その後，「心身科学部」の英語表記
についても心理学科で案を出すよう学院長から依頼さ
れ，心理学科案を提出し最終的には学院長が Faculty 
of Psychological & Physical Scienceとすることを決定さ
れた．
　なお，この名前の後半の physical science は通常自然
科学（研究社，2001）あるいは物理科学と訳されるが，
学部名における “physical” は，あくまでも mentalに対
する physical の意味で身体科学の意味で使用すること
になった．また，心身科学部を設置されるにあたり，
学院長は心身科学を，基礎に重心を置いたものとして
ではなく，あくまでも実用的で現場に役立つ応用科学
に重心を置いたものとして考えておられたようであ
る．
　しかし，このことは必ずしもわれわれが学問の基礎

を軽視してよいことを意味するものではないであろ
う．なぜならば，一般に学問において基礎と応用は車
の両輪であると考えられるから．そこで，本講演では
まず心身科学部のよって立つ学問的基礎としての心身
科学にかかわる研究の過去と現在を一瞥し，そのうで
今後の心身科学部の研究・教育の発展の可能性に触れ
ることとする．

３．こころの定義と場所

　心身科学にかかわる研究のキーワードは，「心身相
関」と考えられる．ただし，「心身相関」という言葉
を聞くと，多くの方は説明するまでもない，と言われ
るかもしれない．しかし，「心身相関」というときの「こ
ころ」や「身体」の定義はどのようであろうか．両者
のうち，とりわけ「こころ」とはもともとかなりあい
まいな概念といえる．実際，「こころ」を例えば広辞
苑（新村編，1998）で調べると，人間の精神作用のも
とになるもの，思慮，思惑，気持ち，心持ち，思いや
り，なさけ，などとなっている．
　一方，新和英大事典（増田編，1974）を見ると，「こ
ころ」は，mind, spirit, mentality などとなっている．
ここで，さらに例えば mindを Oxford Dictionary of 
English（2010）で調べると，the element of a person 
that enables them to be aware of the world and their 
experiences, to think, and to feel.となっている．
　これらのことから，少なくとも辞書的な「こころ」
の定義を調べてみると，「こころ」の持ち主を日本語
でも英語でも「人」に限定していることがわかる．し
かしならが，最近の20年ほどの間に，人に限らず「生
物のこころ」に関して多くの興味深い研究がなされ，
神経細胞さえない単細胞生物でもかなり高度な「知能」
を持つことがわかりつつある（例えば，Yamada et al., 
2000）．これらの研究を見るにつけ，筆者は心身科学
領域での「こころ」がらみの研究にも，単細胞生物か
らの「こころ」の進化の過程の知見を参考にした総合
的視点を取り入れるとよいのでは，と考えつつある．
この点については，また後でふれることとし，ここで
は，「こころ」を人のこころに限定したうえで，まず
言語学的な視点から「こころ」のルーツをたどると少
なくとも２つあることがわかる．
　１つは古代ギリシャであり，西欧における「こころ」
のルーツは，古代ギリシャにさかのぼり，ギリシャ語
の φνχη（呼吸，生命，精神，心，魂などを意味する）
に由来する（例えば，中島ら編，心理学辞典）．２つ
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図１． こころの脳のおおざっぱな位置（松澤，2003，図5‒1，
p. 195）を一部修正し転載

図２． 神経伝達物質の１つであるドーパミンの経路の例：
腹側被蓋野，VTAからのものは，１つは前頭皮質
（frontal cortex）へ，他方は側坐核（nucleus accumbens）
へ（Wikipedia, 日本語版，2019，腹側被蓋野，を一
部修正して転載）．

心身科学の現状と将来（1）

目は古代中国であり，古代中国では心は心臓，腹部，
胸部に宿っていると考えられていた（例えば，石田，
1998）．つまり，古代中国では，西欧にはない「腹部」
にも「こころ」が存在すると考えていたことになる．
実際，国語辞典（久松・佐藤編，1969）を見ると付録
１にあるように，「腹」を使った心の表現がたくさん
ある．一方，英語表現には “gut”を使った心の表現は
筆者の知る限り少ない（付録１参照）．
　実は，辞書的な「こころ」の定義を調べても，これ
ら２つの「こころ」のルーツを見ても，「こころ」の
所在は曖昧模糊としている．しかし，近年の神経心理
学（例えば，Kandel et al. 2013）的知見や，腸（管）
神経系（enteric nervous system）に関する多くの研究（例
えば，Gershon, 1998）からは，「こころ」は第１に脳
（brain），第２に腸（管）神経系（第２の脳，the second 

brain）にあるとみてよいのではないか．「こころ」の
ルーツとの対応では，どちらかと言えば前者が古代ギ
リシャ，後者が古代中国に対応しているとみれないで
あろうか．もっとも，腸管神経系については，西欧の
研究者である Langley（1921）が20世紀前半に既に指
摘していたわけであるが，Gershon（1999）によれば，
60年代に Gershonらの研究（例えば，Gershon et al., 
1965）が報告されるまで重視されなかったという．

４．こころの脳と第２の脳

4.1　心の脳

　松澤ら（2003）によれば，脳の中の「こころ」の場
所は大脳の中核部分に位置するといえる．また前頭前
野（prefrontal area）の意識を支える「こころの脳」の
構成要素とそれらに対応する神経核は
（1） 記憶認識系───海馬（hippocampus）
（2） 意思行動系───側坐核（nucleus accumbens）
（3） 情動身体系───扁桃体（核）（amygdala）
であり，およその位置は図１のようになる。
　しかし，この図は，もちろん「こころ」が脳内の奥
の方の３つの神経核ないしは領野にのみ局在すること
を意味するわけではない．例えば，図２は，神経伝達
物質（neurotransmitters）の１つであるドーパミンの経
路の例を示したもので，強化学習（reinforcement 
learning）に際して，いわゆる予測報酬誤差（reward 
prediction error）（Schultz et al., 1997）が計算されてい
ると考えられている腹側被蓋野 VTA（vental tegmental 
area）（例えば，Ethel et al., 2015）からの主要な２つの
経路と，パーキンソン病（Parkinson’s disease）にかか

わる黒質（substantia nigra）から線条体（striatum）へ
の経路を示している．さらには，上記３つの神経核に
も幾つかの神経核や領野からの入力や出力があり，そ
れらは複雑なニューラルネットワーク（neural net-
works）を構成している．
　これらの例からもわかるように，最近の脳科学の進
展により脳の局所的な構造や機能は明らかになりつつ
あるが，ネットワーク全体の回路メカニズムは，未だ
わかっていないことが多いようである．例えば Tian et 
al.（2016）によれば，上記予測報酬誤差の計算のもと
になる（ニューラルネットワーク）回路メカニズムは，
ほとんどわかっていないという．
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4.2　第２の脳（腸管神経系）

　ひとの神経系の中で，自律神経系については第２節
の最後でもふれたように，20世紀にその分類につい
て紆余曲折があったようであるが，現在では機能構造
としては，交感神経系と副交感神経系の２分法ではな
く，腸管神経系を加えた３分法に傾いてきており，腸
管神経系は「第２の脳」として重視されつつある．図
３は，Gershon（1999）から転載した腸管神経系のイ
ラストである．

図３． 腸管神経系の概略（Gershon, 1999, Figure 3を一部修
正して転載，原図は Gershon & Erde, 1981）．

　腸管神経系は，大きい筋層間神経叢（myenteric 
plexus）と小さい筋膜下神経叢（submucosal plexus）
からなり，前者は外筋層の外筋環状層（muscularis 
externa, circular）と同縦層（muscularis exterina, longi-
tudinal）の間に位置する．また，図３を見ると，筋層
間神経叢は根元の部分で副交感神経（para-sympathetic 
nerve）と連結していることがわかる．
　Schneider et al.（2019）によれば，上図のように腸
壁に編成された５億個以上の神経細胞やグリア細胞か
ら成る腸管神経系は，食べ物の吸収，流動物や電解質
の流れの調節，老廃物の除去などの働きを担う腸全体
の各種の機能を制御しており，中枢神経系のそれに似
ているという．また，腸管神経系は腸管内分泌細胞
（enteroendocrine cells）や腸内細菌叢（intestinal micro-

biome）などとも相互作用を行い，腸内免疫系（intestinal 
immune system）を調節するという．

５．腸内細菌叢と脳の関係

　腸管神経系が第２の脳としての認識が深まった今世
紀に，注目され始めたもう一つが腸内細菌叢である．
Collen（2015）によれば，20世紀の後半の1990年に始
まった米国エネルギー省と同国立衛生研究所（NIH）
による人間遺伝子プロジェクト（Human Genome 
Project）は2000年にはほぼ完了したが，２万１千個の
人間の遺伝子のみでは病気等の診断には十分でないこ
とがわかってきた．一方，2007年から始まった NIH 
によるコンソーシアムで，人間細菌叢プロジェクト
（Human Microbiome Project）は，人に共生している

100兆個にもなる総遺伝子440万個からなる腸内細菌
の遺伝子解析プロジェクトで，腸内細菌叢が人の体や
心の働きを大きく規定していることがわかりつつあ
る．
　藤田（2012）によれば，脳内神経伝達物質の中でも
とりわけ重要なドーパミンとセロトニン（serotonin）
の９割（正確には，ドーパミンの場合その前駆体）は
腸内細菌が作り，ドーパミン（の前駆体）は脳に運ば
れる．一方，セロトニンは消化管粘膜に90％，血小
板中に８％，脳の中枢神経系に２％存在し，腸内のセ
ロトニンは腸クロム親和性細胞及び腸クロム親和性細
胞様細胞が作り出し，腸の蠕動運動に働く．一方，脳
内では脳幹の縫線核で作られる（Wikipedia, 日本語版，
2019）．
　このようなわけで，腸内細菌の性状はわれわれの「こ
ころ」の働きにも重要な役割を担っている．例えば，
Barkley（1998）によれば，注意欠陥 /多動性障害
（ADHD）患者では，脳内の何か所かの神経細胞が健
常者に比べ小さく，またドーパミン受容体遺伝子の突
然変異により受容体の感度が悪くなっている可能性が
指摘されている．

６．「こころ」の進化的視点

　これまで，「こころ」を人に限定してみてきたが，
通常われわれが「こころ」というとき，神経系を大前
提にしていないであろうか．しかし，次の例は神経系
の全くない単細胞生物でも原始的な知能（primitive 
intelligence）を持つといえる．図４は，Yamada et 
al.（2000）の粘菌とりわけモジホコリ（physarum pol-
ycephalum）のような（巨大な多核体の）単細胞生物
が迷路の最短経路を見つけるという学習を行うことが
できるということを示したものである．
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　モジホコリは例えば生物の三ドメイン説では真核生
物（Eucarya）ドメインの中のアメーボゾア界アメー
バ動物門（Amoebozoa）に属する．Yamada et al.（2000）
は，モジホコリのこのような行動から，モジホコリに
は原始的な知能があるとみているが，神経細胞さえな
い単細胞生物でさえ，心理学者や学習研究者による知
能の定義（付録２）に照らし合わせれば，合目的的に
行動し環境に適応しようとするこのような生物はりっ
ぱな知能の持ち主とみてよいのではないか．

図４． Yamada et al. (2000) の粘菌とりわけモジホコリ
（physarum polycephalum）の迷路学習についての論
文の Figure 1を転載．a.は迷路全体に広がったモジ
ホコリ，b.の AGは寒天を置いた場所を示す．c.は
４時間後の迷路の最短距離に並んだモジホコリの状
態を，それぞれ指す．

　モジホコリのこのような行動については幾つかの興
味深い研究がある．例えば Reid（2012）は，モジホ
コリがえさのある場所に外部記憶（externalized spatial 
memory）として一種のフェロモン（pheromone）を残
していると記している．フェロモンは現時点では性誘
引物質としてだけではなく，各種のフェロモンが見つ
かっている（Wikipedia, English, 2019, Pheromon）．また，
Durham and Ridgway（1976）によれば，単細胞，多核
原生生物であるモジホコリは，たくさんの小さな振動
単位（oscillating units）からなり，環境探索時には隣
接の振動単位相互間で相互作用を行っているという．
　最近では，Trewavas（2002）が Plant Intelligenceな
る概念を提案している．さらには，Westerhoff et al. 

（2014）は Macromolecular networks and intelligence in 
micro organismsなるタイトルで，生体系（living sys-
tem）─微生物から人まで─は，40億年の進化の過程
で，たくさんの要素間の複雑な相互作用（complex 
interactions）を通じて人と類似の「知能」を獲得して
きたとする．

７．結　語

　本論文は，筆者が平成31年３月20日おこなった本
学心身科学研究所で基調講演の内容を追加・修正した
ものである．最初に心身科学部の名称の由来にふれた．
これにかかわるキーワードは心身相関であるが，かな
りあいまいな概念である．しかし，興味深いことに近
年の医学，生物学などの進展は，古くからある心身相
関というあいまいな概念を実証的データに基づき一歩
一歩明確にしつつある．つぎに，心の脳と第２の脳に
ふれ，こころの定義と場所について考察した．また，
21世紀に入り注目を集めつつある腸内細菌叢と脳と
の関係や生物学的研究から見たこころの定義の見直し
にふれた．基調講演の最後の節で論じた心身相関研究
の新たな地平線のキーワードと考えられる要素間相互
作用については，本年度の心身科学研究所紀要でふれ
る．
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付録１．「腹」を使った心の表現の数々

腹が癒える（怒り・恨みを晴らして気持ちがおさまる）
腹が大きい（度量が大きい，心が広くいろいろなことを受け入れる）
腹が黒い（腹黒い，心根がよくない）
腹が立つ（立腹する，しゃくにさわる）
腹がない（度量がない，腹がすわっていない）
腹が煮える（強く憤っている気持ちのたとえ）
腹が太い（腹が大きい，に同じ）
腹がよじれる（あまりのおかしさに大笑いするさま）
腹に一物（心中に何かたくらみがある，胸に一物）
腹に落ちる（納得する）
腹に据えかねる（我慢できない）
腹の筋を縒

よ

る（おかしさに耐えきれず，大笑いする
腹を合わす（心を合わせる，ぐるになる）
腹を癒す（いかりやうらみをはらす）
腹をえぐる（人の意中を見通して鋭く尋ね問う）
腹を抱える（おかしくてたまらず大笑いする）
腹を決める（覚悟する，決心する）
腹を括

くく

る（覚悟する，腹を据える）
腹を探る（人の心の中をそれとはなしにうかがう）
腹を据える（怒りをはらず）
腹を見抜く（相手の隠している考えやたくらみを聞く）
腹を見られる（自分の心中を探られる）
腹を読む（相手の心中を推測する）
腹を割る（包み隠さず真意を明かす）
She had the guts to stand up to the school bully.（いじめに立ち向かう勇気を持つ：gutは腸，gutsは勇気）（OALD, gut）

心身科学の現状と将来（1）
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付録２．Intelligence の定義（Wikipedia, English, 2019, intelligence を一部修正）

Researcher Quotation

Alfred Binet Judgment, otherwise called “good sense”, “practical sense”, “initiative”, the faculty of 
adapting one’s self to circumstances … auto-critique.

David Wechsler The aggregate or global capacity of the individual to act purposefully, to think 
rationally, and to deal effectively with his environment.

Lloyd Humphreys “… the resultant of the process of acquiring, storing in memory, retrieving, combining, 
comparing, and using in new contexts information and conceptual skills”.

Howard Gardner To my mind, a human intellectual competence must entail a set of skills of problem 
solving ̶ enabling the individual to resolve genuine problems or difficulties that he or 
she encounters and, when appropriate, to create an effective product ̶ and must also 
entail the potential for finding or creating problems ̶ and thereby laying the 
groundwork for the acquisition of new knowledge.

Linda Gottfredson The ability to deal with cognitive complexity.

Robert Sternberg & William Salter Goal-directed adaptive behavior.

Reuven Feuerstein The theory of Structural Cognitive Modifiability describes intelligence as “the unique 
propensity of human beings to change or modify the structure of their cognitive 
functioning to adapt to the changing demands of a life situation”.

千　　野　　直　　仁
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Psychological and Physical Science, Today and Tomorrow (1)

Naohito CHINO

 This paper is a revised version of my keynote speech presented at the workshop held by The Institute for 
Psychological and Physical Science on March 20, 2019. First, I trace the origin of the name of “psychological 
and physical science”. The keyword for this name might be “mind-body correlation” or sometimes known 
as“psychosomatic correlation”. Although this notion is rather unclear, recent developments in the research in 
medicine, biology and so on have gradually been clarifying this notion based on empirical data. Second, I refer 
to the “brain of the mind” (Matsuzawa, 2003), which means the core of our mind and is thought to be located in 
three parts of the brain, i.e., the amygdala, nucleus accumbens, and hippocampus. I also refer to the “second 
brain” (e.g., Garshon, 1998), which is the enteric nervous system. Third, I consider the relation between the 
human microbiome and the brain, which has been the focus of increased attention in the 21st century, and 
discuss the definition of the mind and its place. As for the key phrase, “mutual interactions among elements”, 
which I discussed in the keynote speech and which is thought to be critical in the new horizon of the studies of 
the gut-brain axis, the mind-body correlation, and so on, I will address it in The Journal of the Institute for 
Psychological and Physical Science this academic year.

Keywords and phrases:  psychological and physical science, mind-body correlation, the second brain, human 
microbiome, enteric nervous system


